
 
 

 
 

 

この気持ち、 

この思い、 

すべてを沖縄のために。 

 

けいこの政策 



 

 「復帰」41年を経た沖縄で、日本国憲法の理念・原理である基

本的人権の尊重、国民主権、平和主義は実現してきたでしょうか。

沖縄の現状は、憲法の理念とは逆に、「構造的差別」におかれてき

ました。民意を無視したオスプレイの強行配備、辺野古への埋め

立て申請、さらには沖縄を切り捨てた「屈辱の日」を「主権回復

の日」とする政府式典の開催など、まさに沖縄差別にほかなりま

せん。いま、安倍政権は、憲法を改悪し、日米同盟の強化をはか

り、集団的自衛権の行使と自衛隊の国防軍の改編をもくろみ「戦

争のできる国」づくりをめざしているのです。そればかりではあ

りません。沖縄の農畜産業や医療等に打撃を与えるTPPへの交渉

参加、消費税の増税や大企業の利益優先のインフレ政策、年金・

医療・介護の切り下げをはかり、私たちの暮らしをますます追い

つめています。私、糸数けいこは、沖縄県民の先頭に立ち、平和

と暮らしを守り抜きます。ともに力を合わせ、沖縄の未来を切り

拓いていきましょう。 

基本理念 
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ủ 
Å  未来の宝である子どものすこやかな成長のため、子育て支援を拡充します。 

Å  年金、医療、介護の切り下げをくいとめ、その充実と基盤整備を進めます。 

Å  貧困による教育格差をなくし、学力の向上と平和教育の充実に努めます。 

Å  男女平等社会の実現のため、女性の社会進出や雇用の機会均等などを推進します。 

Å  
 

ủ  
Å  普天間飛行場の即時閉鎖を求め、辺野古新基地の建設をやめさせます。 

Å  オスプレイの配備をやめさせ、基地の縮小・撤去を進めます。 

Å  日米地位協定の抜本改定を求め、県民の安全と人権を守ります。 
 

ủ 

Å  沖縄の農畜産業や医療等に打撃を与えるＴＰＰへの参加をやめさせます。 

Å  沖縄経済とくらしを支える農畜産業、観光業、製造業の振興と発展に努めます。 

Å  交通・医療・教育などの拡充で離島・島しょの振興と生活基盤の向上を進めます。 
 

 

 



 
 

 
 
 

 
 
 

ủ 
Å  庶民を苦しめる消費税の増税と、借金によるインフレ政策に反対します。 

Å  若者の雇用を増やし、賃金格差を是正し、最低賃金を引き上げます。 

Å  貧困の連鎖を断ち切り、すべての人が人間らしく働き、生活する権利の確立をめざします。 
 

 

 

 

 

 

ủ 

Å  尖閣問題は平和解決を行い、東シナ海を平和と相互利益の海にします。 

Å  沖縄をアジアの物流と交流のハブ拠点とするため、空港、港湾を整備・拡充し、経済特区等 

の制度を充実させます。 

Å  鉄軌道（LRTを含む）の新たな公共交通システムによる交通網の整備をはかり、自立経済の確 

立につとめます。 
Å  日台漁業協定を見直し、ウミンチュの漁場を守り、水産業の振興に努めます。 

 

ủ 
Å  自然環境を守り、地域社会が潤う観光への発展をめざします。 

Å  世界自然遺産に琉球の自然を登録するため、米軍北部訓練場等、基地の返還を進めます。 

Å  自然環境の保全を通じて、地域資源（オンリーワン）の利活用を促進します。 
 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

H A G U K U M U 
Å  平和と人権の憲法を守りぬき、９条をアジアと世界の平和に生かします。 

 

Å  私たちの自由と基本的人権が尊重され、人間らしく生きられる社会をめざします。 

 

Å  差別や人の使い捨て、格差の拡大をなくす社会をつくります。 

 

Å  大企業や官僚、軍事を優先する政治を変えていきます。 

 

Å  小選挙区制度をあらため、民意が正しく反映する選挙制度に変えます。 

 

Å  沖縄の地理的優位さを生かした交易圏を作り、東アジアの活力へと結びつけます。 

 

Å  太陽光発電などの再生可能エネルギーの拡大と食糧の増産に寄与する海洋牧場構想の実現

に努めます。 

 

 

 

  

   

  

 

 



 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

  

  

Å  普天間飛行場の即時閉鎖と返還を求め、辺野古新基地建設をやめさせます。 
 

Å  オスプレイの配備と訓練、高江のヘリ（オスプレイ）パッド建設に反対します。 
 

Å  日米地位協定を抜本改定し、米兵などによる事件・事故から生命と権利を守ります。 
 

Å  嘉手納、普天間の爆音差し止め訴訟を支援します。 
 

Å  尖閣問題を平和的に解決し、共同利用をめざし、東シナ海を友好・協力の海にします。 
 

Å  沖縄から世界に「平和」を発信していくため、国連の機関を招致します。 
 

Å  与那国への自衛隊配備や下地島飛行場の軍事利用は認めません。 
 

Å  軍事一体化による「日米同盟」強化と、「国防軍」や集団的自衛権行使に反対します。 
 

Å  軍事同盟ではなく、平和・軍縮・協力の地域システムをアジアにつくります。 
 

Å  沖縄から基地・軍隊をなくし、「非武装地帯」として世界に宣言します。 
 

 

H A G U K U M U 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

  

  

Å  消費税の８％、さらに10％への引き上げに反対します。 
 

Å  年金切り下げや保険料引き上げ、生活保護費の切り下げに反対します。 
 

Å  正規・非正規の賃金格差をやめさせ、最低賃金の1000円への引上げをめざします。 
 

Å  労働時間を短縮し、サービス残業を廃止し、ワークシェアリングを進めます。 
 

Å  基地跡地の計画的な利用、適正な地主補償の推進、基地労働者の雇用を確保します。 
 

Å  沖縄の産業、雇用の向上で、全国最低水準の所得の改善をめざします。 
 

Å  市街地の空洞化による高齢者や障がい者などの「買い物難民」の生活支援をします。 
 
Å  民泊や地域芸能鑑賞、歴史学習など、地域に密着した長期滞在型のツアーを推進します。 

 
Å  大学院大学と連携し、琉球の原原種を地域の宝として研究を進め、医療分野への活用を

めざします。 

 

H A G U K U M U 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

  

  

Å  小児科医、産婦人科医の増員と地域間格差の解消につとめます。 
 

Å  多様な子育てに応えられる保育所（園）、学童保育を拡充し、待機児童をなくします。 
 

Å  母子・父子家庭への支援を強め、ファミリーサポートセンターを整備、地域の相互扶助
を活用し、欠食児童や鍵っ子対策を進めます。 

 
Å  いじめのない、ゆとりとふれあいの教育のため、少人数学級の実現を急ぎます。 

 
Å  学習内容を沖縄の実情に合わせたものにし、郷土についての学習や「うちなーぐち」の

授業を取り入れ、うちなーに自信と誇りが持てる教育にします。 
 

Å  教職員、保護者、地域住民の意見が反映される学校改革に取り組みます。 
 

Å  沖縄戦など近現代の歴史の実相を隠し、ゆがめる教育をただします。 
 

Å  歴史教科書の国際共同制作を進め、過去と未来に向き合う教育を進めます。 
 

Å  奨学制度を拡充し、貧しさによる「教育の格差」をなくします。 
 

 

 

H A G U K U M U 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

  
  

  

Å  「誰でも、いつでも、どこでも」医療サービスを受けられるよう、公的医療機関や制度
を充実させます。 
 

Å  高齢者が安心して暮らせるよう、介護や支援で働く人や施設を増やすとともに、賃金や
労働時間などを改善し、誇りをもって働きつづけられる条件をつくります。 
 

Å  障がい者自身の参加で「障害者自立支援法」を抜本改正します。 
 

Å  難病患者への公的支援を拡充し、患者・家族の負担を軽減・解消します。 
 

Å  放射能のない沖縄に、原発被災地の子どもたちの受入れを進め、支援します。 

 

H A G U K U M U 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

  

  

Å  女性の政治参加を促進するため、クォータ制度などの導入を推進します。 
 

Å  男女の大きな賃金格差の解消のため、同一労働・同一賃金を確立します。 
 

Å  男性優位の社会慣習で女性が不利にならないよう、法律相談などの支援をします。 
 

Å  子どもを産んでも安心して働けるよう、雇用・待遇の継続、育児休暇を拡充します。 
 

Å  性犯罪・性暴力の被害者のため、ワンストップ支援センターの設立を進めます。 
 

Å  ＤＶ（家庭内暴力）に対する相談・保護体制を充実し、加害者対策に取り組みます。 
 

Å  事実婚や未婚の母が子育てで差別を受けないよう、子ども重視の政策を進めます。 
 

Å  国際理解、国際交流を深め、他国の人びととの友好・協力の輪をひろげます。 
 

Å  性的マイノリティへの偏見をなくし、認め合う社会をめざします。 
 
 

 

 

H A G U K U M U 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

  

  
 

H A G U K U M U 

 

Å  中小企業への公的融資制度、信用保証制度を拡充します。 

Å  農業や医療制度などを守るため、ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）参加に反対します。 

Å  自然や立地を生かす起業、国際機関誘致を進め、新たな産業・雇用を生み出します。 

Å  バイオ技術を活用して周辺海域で食糧やエネルギーをもたらす海洋牧場を進めます。 

Å  貴重な亜熱帯の照葉樹林の特殊生物種の固有種子を保護し、大学院大学と連携して医療活用を
進めます。 

Å  沖縄の歴史的・文化的資源を生かし、本土業者主導のマス観光ではなく、地域主体のツーリズ
ムをあと押しします。カジノの導入には反対します。 

Å  琉球と中国の交流を象徴する歴史的建造物を復興・再建し、福州園、久米至聖廟を充実
させ、観光客の誘致を促進します。 

Å  農業の６次産業化をはかり、健康長寿食品など沖縄ブランド品の県外販路の拡大を支援します。 

Å  食糧などの地産地消を推進し、自給率の向上にも貢献します。 

Å  日台漁業協定を見直し、ウミンチュの漁場を守り、水産業の振興に努めます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

  

  

Å  基地返還を進め、民生・平和の街づくりを進めます。 
 

Å  住民参加による旧市街地や老朽団地の改修を支援します。 
 

Å  離島の医療・福祉・教育・交通などの格差解消につとめます。 
 

Å  独居老人の生活を豊かにし、孤独死を防ぐネットワークをつくります。 
 

Å  郊外型ショッピングセンターの進出による「シャッター通り」を、地域の生活圏を重視
した政策で再活性化させます。 

 
Å  沖縄各地の独自の文化と伝統芸能を守り、継承していきます。 

 
Å  沖縄本島へき地や離島の交通問題を解消するため、住民の足になるバスなどの公共交通

機関の拡充に努めます。 
 

Å  文化・芸能・スポーツなどの地域間、国際間の交流を促進します。 
 

 

H A G U K U M U 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  
  

  

Å  琉球諸島の豊かな自然の保護につとめ、「世界自然遺産」への登録をめざします。 
 

Å  エコツーリズムを振興し、自然再生型の公共事業制度を確立します。 
 

Å  風力・太陽光・バイオなど再生可能エネルギーの開発・普及を促進します。 
 

Å  原発の再稼働と新規建設をやめさせます。 
 

Å  デポジット制度を導入し、環境を重視した廃棄物処理、公害防止につとめます。 
 

Å  米軍に日本環境管理基準（ＪＥＧＳ）を守らせ、沖縄の自然保護を徹底させます。 
 

Å  基地の汚染や公害に対する自治体の立ち入り調査や改善要求の権限を確立します。 
 

 

H A G U K U M U 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

  

  

Å  沖縄のことは沖縄が決める「地域主権」の確立をめざします。 
 

Å  直接民主主義の住民投票制度を確立し、民意を反映する政治・行政にしていきます。 
 

Å  市民活動やボランティア活動の発展のため、利用施設や支援制度を拡充します。 
 

Å  地方分権を否定する、一括交付金の廃止や地方交付税交付金の大幅削減に反対します。 
 

Å  基地問題の解決では、東京の政府・外務省にゲタを預けるのではなく、県独自の対米交
渉と米国民の世論の支持づくりを推進します。 

 

H A G U K U M U 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒902-0061 沖縄県那覇市古島1-24-5 

Tel (098)882-1321 /  FAX (098)884-8401 

E-mail:  info@ i-keiko2007.sakura.ne.jp  

 

ウマンチュと共に沖縄の未来をつくる会 

 


